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秋
・
年
末
の
運
動
方
針
で
は
、

○
○
書
記
長
か
ら
定
期
大
会
後

の
状
況
と
し
て
、
南
光
・
磐
井

病
院
に
相
次
い
で
労
働
基
準
監

督
署
の
立
ち
入
り
調
査
が
入
っ

た
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
長
時
間

労
働
の
実
態
や
、
磐
井
で
は
支

部
組
合
員
数
が
労
働
者
過
半
数

に
達
せ
ず
36
協
定
が
無
効
、
と

の
是
正
勧
告
さ
れ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
具
体

　

超
過
勤
務
を
し
っ
か
り
請

求
し
て
い
ま
す
か
。

　

県
医
労
で
は
、
秋
の
取
り

組
み
と
し
て
、
独

自
の
「
超
勤
記

録
手
帳
」（
写
真
）

を
作
成
し
、
実

際
の
超
過
勤
務

時
間
、
請
求
で

き
な
か
っ
た
時
間

を
記
録
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で

声
を
掛
け
合
い
、
１
ヶ
月
の

記
録
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

　

県
医
労
で
は
、
秋
の
取
り

記
録
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

１１
月
に
１
�
月
の
超
勤
記
録

み
ん
な
で
挑
戦

県医労第148回中央委員会

組織拡大めざし
臨時・パート職員にも組合加入を！

　

10
月
13
日
、
県
医
労
第
１
４
８
回
中
央
委
員
会
が
盛
岡

市
「
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
」
で
開
催
さ
れ
、
中
央
委
員
・

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
な
ど
16
支
部
49
名
が
出
席
。
時
間
外
労
働

や
人
員
不
足
の
実
態
が
報
告
さ
れ
、
秋
・
年
末
の
運
動
方

針
な
ど
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

的
な
行
動
提
起
で
は
、
超
過
勤

務
縮
減
、
サ
ー
ビ
ス
超
勤
一
掃

な
ど
の
取
り
組
み
と
し
て
、
①

10
、11
月
に
「
退
勤
時
間
調
査
」

と
「
時
間
外
労
働
実
態
調
査
」

の
２
つ
の
調
査
に
取
り
組
む
こ

と
、
②
各
病
院
で
年
次
取
得
目

標
や
定
時
退
庁
日
を
設
定
さ
せ

る
こ
と
、
③
臨
時
・
パ
ー
ト
職

員
へ
積
極
的
に
組
合
加
入
を
働

き
か
け
る
こ
と
、
な
ど
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
各
職
場
の
状
況
と

し
て
、「
９
回
夜
勤
分
を
人
員

が
足
り
ず
返
さ
れ
て
い
な
い
」

「
サ
ー
ビ
ス
超
勤
が
日
常
化
し

て
い
る
」「
パ
ー
ト
は
超
勤
し

て
も
手
当
が
出
ず
、
時
間
調
整

も
さ
れ
て
い
な
い
」「
一
人
勤

務
職
場
は
年
次
が
取
り
づ
ら

い
」「
認
定
看
護
師
は
土
日
に

研
修
・
出
張
が
あ
り
、
局
主
催

以
外
は
振
替
に
な
ら
な
い
」「
パ

ワ
ハ
ラ
を
相
談
し
た
ら
益
々
酷

く
な
っ
た
」
な
ど
、
人
手
不
足

の
忙
し
い
職
場
実
態
に
つ
い
て

数
多
く
の
発
言
が
あ
り
、
運
動

方
針
は
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
他
の
議
案
で
は
、

第
一
次
予
算
更
正
、
支
部
書
記

給
与
補
填
の
見
直
し
、
組
織
強

化
検
討
委
員
会
の
設
置
が
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

医
労
連
共
済
の
表
彰
で
は
、

拡
大
件
数
が
多
か
っ
た
支
部
と

し
て
胆
沢
、
二
戸
、
中
央
、
宮

古
の
４
支
部
と
、
組
合
員
数
が

少
な
い
な
が
ら
も
頑
張
っ
た
江

刺
支
部
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

い
わ
て
労
連
機
関
誌
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
、
中
央
、
胆
沢
の
機
関

誌
と
、
南
光
支
部
青
年
部
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

あいさつする中野委員長
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消
費
税
と
社
会
保
障
の
改
悪
に
反
対
し
、

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
、
だ
れ
も
が
人

間
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
保
障
の
充
実
を

求
め
て
、
10
月
17
日
、
東
京
・
日
比
谷
野
外

音
楽
堂
で
「
い
の
ち
・
生
活
・
安
全
ま
も
る

10
・
17
国
民
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
沖
縄
出
身
の
テ
ノ
ー

ル
歌
手
、
新
垣
勉
さ
ん
。
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で

は
、
中
央
支
部
の
○
○

○
○
さ
ん
が
震
災
か
ら

１
年
７
カ
月
が
経
っ
た

今
の
状
況
を
報
告
し
ま

し
た
。
集
会
に
は
４
千

人
（
県
医
労
か
ら
は
３

支
部
・
本
部
10
人
）
が

参
加
し
、
会
場
か
ら
厚

生
労
働
省
に
向
か
っ
て

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を

あ
げ
た
後
、
東
京
駅
ま

で
デ
モ
行
進
を
し
ま
し

た
。

県
庁
へ
座
り
込
む
組
合
員

一
時
金
は
マ
イ
ナ
ス
０
・
０
５
月

いのち・生活・安全まもる

10・17

 国民集会

（上）4,000人が参加した集会
（下）銀座をパレード

報告する○○○○さん
（中央支部）

　

10
月
18
日
、
岩
手
県
人
事
委

員
会
の
勧
告
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
内
容
は
、
①
月
例
給
は
改

定
な
し
、
②
期
末
・
勤
勉
手
当

は
年
間
０
・
０
５
月
分
の
引
き

下
げ
、
③
50
歳
代
後
半
層
の
昇

給
停
止
、昇
格
縮
減
な
ど
で
す
。

　

地
公
共
闘
で
は
同
15
日
、
県

教
育
会
館
で
総
決
起
集
会
を
開

催
し
、
そ
の
後
県
庁
座
り
込
み

行
動
を
背
景
に
、
人
事
委
員
長

交
渉
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
一
時
金
で
は
、
残
念
な
が

ら
国
を
上
回
る
マ
イ
ナ
ス
勧
告

と
さ
れ
た
も
の
の
、
現
給
補
償

廃
止
で
は
、
座
り
込
み
を
背
景

と
し
た
交
渉
が
功
を
奏
し
、
勧

告
で
は
な
く
報
告
に
留
め
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
交
渉
の
舞
台
が
県
当

局
に
移
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
に
な
ら
っ
て
目
論
ま
れ
る
退

職
手
当
の
引
き
下
げ
な
ど
を
阻

止
す
る
た
め
、
引
き
続
き
知
事

宛
の
大
型
署
名
、
家
族
署
名
な

ど
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
、
要
求
を

実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

告
勧
会
員
委
事
人現

給
補
償
廃
止
勧
告
は
阻
止
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看護部

　

２
０
１
２
年
看
護
要
求
実
現

交
流
集
会
は
、
９
月
５
、６
日

の
２
日
間
、
新
潟
県
越
後
湯
沢

市
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

２
３
２
名
が
、
県
医
労
か
ら
は

２
支
部･

本
部
６
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

１
日
目
、「
職
場
に
法
律
を

生
か
そ
う
」
と
題
し
て
東
京
法

律
事
務
所
の
笹
山
尚
人
弁
護
士

が
講
演
。
パ
ワ
ハ
ラ
の
事
例
や

労
働
法
の
具
体
的
内
容
に
つ
い

て
話
し
ま
し
た
。

　

特
別
報
告
は
、
北
九
州
市
八

幡
東
病
院
元
看
護
課
長
の
上
田

聡
美
さ
ん
が
「
爪
ケ
ア
は
重
要

な
看
護
ケ
ア―

『
爪
裁
判
』
を

た
た
か
っ
て
」
と
題
し
て
、「
一

審
で
敗
訴
し
て
も
、
労
働
組
合

を
は
じ
め
と
す
る
た
く
さ
ん
の

仲
間
や
家
族
が
い
た
か
ら
頑
張

れ
た
」
と
、
報
告
し
ま
し
た
。

県
医
労
の
あ
る
参
加
者
は
、「
あ

ら
た
め
て
労
働
組
合
の
価
値
を

認
識
で
き
た
、参
加
し
て
よ
か
っ

た
。」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

基
調
報
告
は
、
中
野
千
香
子

日
本
医
労
連
書
記
長
が
行
い
、

「
こ
の
運
動
は
、
大
変
な
思
い

を
し
て
い
る
現
場
の
私
た
ち
が

先
頭
に
！
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
分
科
会
と
「
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
５
つ
の
分
散
会

が
行
わ
れ
、
中
野
委
員
長
は
助

言
者
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

分
散
会
で
は
各
職
場
の
状
況

が
出
さ
れ
、
全
国
一
斉
地
域

キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
や
国
会
請
願

署
名
の
経
験
が
共
有
さ
れ
、
運

動
を
進
め
る
た
め
の
発
言
が
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
手
医
労
連
は
、
花
巻
地

域
の
仲
間
と
と
も
に
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
花
巻
店
出
入

り
口
前
で
の
宣
伝
署
名
行
動

を
、
秋
晴
れ
の
10
月
14
日

（
日
）、
12
時
か
ら
13
時
ま
で

行
い
ま
し

た
。
日
本

医
労
連
が

提
起
す
る

「
い
の
ち

守
る
キ
ャ

ラ
バ
ン
」

の
、
岩
手

に
お
け
る

ス

タ

ー

ト
の
こ
の

日
、
５
単

組
・
書
記

局
か
ら
16

名
が
参
加
し
２
１
３
筆
の
署

名
を
集
め
ま
し
た
。

　
「
医
師
・
看
護
師
・
介
護

職
員
を
増
や
し
て
欲
し
い
の

署
名
で
す
」
と
の
訴
え
に
、

反
応
は
良
好
。「
自
分
の
こ

と
だ
も
の
ね
」「
頑
張
っ
て

下
さ
い
」「
本
当
だ
ね
〜
！
」

等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
署

名
に
応
じ
て
く
れ
た
大
船
渡

在
住
の
夫
婦
は
、
生
業
で
あ

る
漁
業
の
復
興
状
況
を
教
え

て
く
れ
ま

し
た
。
参

加

者

は

「
す
ご
く

た
く
さ
ん

の
人
が
署

名
し
て
く

れ
た
」
と
、

反
応
の
良

さ
に
励
ま

さ
れ
ま
し

た
。

　

組
合
員

一
人
10
筆

が
目
標
の
「
夜
勤
改
善
・
大

幅
増
員
署
名
」
で
す
が
、
多

く
の
方
々
と
対
話
し
、
友
達

か
ら
友
達
に
、
身
内
か
ら
近

所
に
と
、
大
い
に
拡
げ
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

「あら～１年ぶりに会うね!」の会話も
2012秋

署名宣伝行動が本格的にスタート！！

日本医労連山田委員長（左）と「爪裁判」の上田聡美さん（右）を囲む県医労参加者

笹山尚人弁護士の講演

働きやすい職場を作るのは
　　　現場の私たちから!

看護要求実現全国交流集会
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10
月
４
日
、
女
性
部
長
会
議

が
開
催
さ
れ
、
14
支
部
・
本
部

24
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

部
長
会
議
で
は
定
期
大
会
後

の
職
場
の
状
況
や
、
第
38
回
女

性
部
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
の
日
程
・

内
容
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

午
後
か
ら
は
岩
手
医
労
連
女
性

部
定
期
大
会
に
14
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

支
部
交
流
で
は
、

＊
毎
月
退
職
者
が
い
る
。
時
間

を
か
け
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
し
た
意
味
が
な

い
。

＊
女
性
の
多
い
職
場
な
の

で
、
育
児
時
間
を
見
込
ん

だ
人
員
が
ほ
し
い
。

＊
病
棟
で
は
他
の
階
、
外

来
か
ら
応
援
を
も
ら
っ
て
い

る
。

＊
夏
休
み
を
連
休
で
取
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

＊
日
勤
の
20
時
、
21
時
は

当
た
り
前
。
超
勤
20
時
間

超
え
は
当
た
り
前
。
年
次

を
と
っ
て
も
疲
れ
が
取
れ
な

い
。

＊
９
回
夜
勤
が
発
生
し
て
も
返

さ
れ
な
い
。
な
ど
、
人
員
不
足

が
原
因
で
、「
ど
ん
な
に
が
ん

ば
っ
て
も
満
た
さ
れ
ず
、
ク
タ

ク
タ
で
す
」
と
、
深
刻
な
状
況

が
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中

で
も
釜
石
支
部
で
は
、「
カ
エ

ル
（
帰
る
）
当
番
」
を
つ
く

り
、
定
時
退
庁
者
を
決
め
て

い
る
と
い
う
話
し
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
久
慈
支
部
か

ら
は
、「
来
年
久
慈
で
開
催

さ
れ
る
岩
手
県
母
親
大
会

に
参
加
を
よ
ろ
し
く
」
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
集
会

の
日
程
等
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ

ク
で
交
流
を
深
め
ま
し
ょ

う
。

女性部

疲
�
�
�
�
�
�
癒
�
�
�

　10月４日、岩手医労連女性部第26
回定期大会が「エスポワールいわて」で
開催されました。大会では、議長を○○
○○○○さん（大船渡）、選挙管理委員長
を○○○○さん（磐井）が務めました。
　大会では１年間の活動の総括と新年
度の運動方針について討論し、各単組
からも女性部活動や職場の状況が報告
されました。
　次期役員には、県医労から書記次長
に○○○○さん（南光）、委員に○○○
○○さん（江刺）が選任されました。

書記次長に○○○○さん
岩手医労連女性部第26回定期大会

新役員、右から２人目が○○○○さん
３人目が○○○○○さん

２
０
１
２
年
度
女
性
部
長
会
議

〜
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
に
参
加
し
よ
う
〜

ブロック 担当 日　程 会　場 内　容

 北部 中央 11月10日
㈯

盛岡
手づくり村

体験（冷麺・藍染・
裂き織り）

 中部 東和 12月１日
㈯

大沢温泉
「山水閣」

プリザーブドフラワー

 南部 大船渡 12月１日
㈯

大船渡病院
３F講義室

押し花アート

 三陸 宮古 11月10日
㈯ 千徳公民館 パワーストーンアクセサ

リーを作ろう
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青年部

も
深
刻
な
ま
ま
で
あ
り
、
何
も

解
決
に
向
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

「
人
の
命
を
脅
か
す
原
発
は
一

刻
も
早
く
廃
炉
へ
」
と
改
め
て

考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

夕
方
に
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
に

移
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
芋
の

子
汁
で
交
流
。
午
前
中
に
陸
前

高
田
市
内
で
宅
地
の
草
刈
り
を

行
っ
た
医
労
連
メ
ン
バ
ー
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
か
ら
い
た
だ

い
た
サ
ン
マ
・
ほ
た
て
を
そ
の
場

で
焼
い
て
美
味
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。
10
月
５
〜
７
日
の
３

日
間
行
っ
た
岩
手
医
労
連
第
３

次
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
企
画

に
は
、
秋
田
県
医
労
連
か
ら
も

　10／20㈯､ 盛岡市「水産会館」で岩手医労連青
年部第32回定期大会が開催され、代議員・オブザー
バーあわせて12単組 28名が出席しました。全て
の議案について承認され、新しい青年部長には一
関病院労組の○○○○さんが選出されました。夜
には懇親会も開催され、交流を深めました。

岩手医労連青年部第32回定期大会

　

10
月
６
日
（
土
）、
大
船
渡

市
の
フ
レ
ア
イ
ラ
ン
ド
尾
崎
岬

を
会
場
に
、「
い
わ
て
青
年
集

会
〜
福
島
の
今
を
聞
く
〜
」
が

開
催
さ
れ
、
青
年
を
中
心
に
約

50
名
が
参
加
し
ま
し
た
（
主
催

い
わ
て
労
連
青
年
部
・
民
青
同

盟
岩
手
県
委
員
会
・
岩
商
連
青

年
部
）。

　

集
会
で
は
、
福
島
県
青
年
集

会
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
２

名
か
ら
現
地
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。
福
島
の
状
況
は
、
事
故

か
ら
１
年
７
ヶ
月
経
っ
た
今
で

７
名
が
参
加
し
、
岩
手
の
復
興

に
力
を
貸
し
て
く
れ
ま
し
た
。

いわて青年集会　in フレアイランド尾崎岬

ボランティアに参加した秋田医労連メンバーも合流し50名で交流

～福島の今を聞く～

予　告

県医労青年部結成55年を記念して、

スカイツリー＆ソラマチみやげ

プレゼントします。
定期号12月号で詳細をお知らせしますので、お見逃しなく!!
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や
っ
と
暑
い
夏
が
終
わ
り
、

秋
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
短
い

秋
。
心
も
身
体
も
一
息
つ
き
た

い
で
す
ね
。

 

大
船
渡
支
部　

ゆ
う
太
郎

　

　

  

「
夏
バ
テ
」
か
な
ぁ
と
思
っ
て

い
た
ら
、「
秋
バ
テ
」
と
い
う
も

の
が
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。

 

中
央
支
部　

カ
ン
ト
リ
ー
娘

　

　

　

Ｔ
Ｒ
Ｆ
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
Ｄ

Ｖ
Ｄ
買
い
た
い
な
〜
。
効
果
が

あ
っ
た
ら
報
告
し
ま
す
。

 

二
戸
支
部　
梅
ち
ゃ
ん
大
好
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

毎
日
忙
し
く
て
疲
れ
ぎ
み
…
。

そ
の
疲
れ
も
回
復
せ
ず
、
た
ま

る
だ
け
…
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

予
選
を
Ｔ
Ｖ
で
見
て
い
ま
す
。

私
も
あ
そ
こ
（
埼
玉
ス
タ
ジ
ア

ム
）
に
行
き
た
い
よ
ー
（
現
実

逃
避
）。

 

中
央
支
部　

保
仁（
ヤ
ッ
ト
）フ
ァ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

職
場
で
は
今
年
４
月
に
入
っ

　
「
医
療
従
事
者

の
増
員
と
夜
勤
改

善
で
安
全
・
安
心

の
医
療
・
介
護
」

を
求
め
る
請
願
が

10
月
12
日
、
岩
手

県
議
会
本
会
議
に

お
い
て
不
採
択
と

な
っ
た
。
本
会
議

に
先
立
っ
た
環
境

福
祉
委
員
会
で
は
、
次
の
よ

う
な
討
論
が
さ
れ
た
と
い
う
。

「『
国
民
負
担
減
ら
せ
』
は
、
人

を
増
や
す
こ
と
と
矛
盾
す
る
」、

「
過
酷
な
現
実
を
抜
き
出
し
す

ぎ
て
い
る
。
国
民
負
担
も
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
ど

こ
か
で
似
た
よ
う
内
容
を
聞
い

た
。
社
会
保
障
改
悪
を
財
源
問

題
と
す
り
か
え
て
き
た
、
歴
代

の
政
府
与
党
の
台
詞
に
似
て
い

る
で
は
な
い
か
▼
一
方
、
県
議

会
本
会
議
で
の
請
願
に
賛
成
す

る
討
論
で
は
、「
構
造
的
な
看

護
師
不
足
の
中
、『
医
療
構
造

改
革
』
に
よ
る
診
療
報
酬
、
及

び
入
院
日
数
が
大
幅
に
短
縮
さ

せ
ら
れ
、
看
護
の
業
務
量
が
激

増
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

看
護
師
の
抜
本
的
増
員
策
が
放

置
さ
れ
た
た
め
に
超
過
密
労
働

9
月
号
パ
ズ
ル

9
月
号
パ
ズ
ル

９
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
21
名
の
応

募
が
あ
り
、
20
名
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

■
９
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

  
保
仁
（
ヤ
ッ
ト
）
フ
ァ
ン
、

い
ち
ろ
う
の
母
、
じ
ゃ
が
い
も

の
花
（
中
央
支
部
）、な
め
こ
（
中

部
支
部
）、
ゆ
ち
ゃ
ま
♡
（
胆

沢
支
部
）、
や
っ
と
さ
ー
（
磐
井

支
部
）、ま
ぐ
ろ
（
南
光
支
部
）、

ほ
た
る
（
千
厩
支
部
）、
お
月

見
（
大
東
支
部
）、
ジ
ャ
ン
ボ
う

さ
ぎ
の
妻
（
大
船
渡
支
部
）

た
新
人
が
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
育
っ
て

い
ま
す
。
組
合
に
も
入
っ
て
く

れ
て
、「
仲
間
」
と
し
て
大
切
に

見
守
り
、
育
て
て
い
ま
す
。 

 

中
央
支
部　

い
ち
ろ
う
の
母

　

　

　

今
月
末
に
ま
た
ツ
ー
リ
ン
グ

に
行
っ
て
く
る
ぞ
！
バ
イ
ク

（
車
も
）
で
遠
出
し
、
旨
い
物

で
も
食
す
。
そ
れ
が
自
分
の
ス

ト
レ
ス
解
消
法
で
す
。

 
一
戸
支
部　

越
冬
カ
メ
虫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
年
の
夏
は
ロ
ン
ド
ン
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
三
昧
で
し
た
。
時
差

８
時
間
の
た
め
寝
不
足
の
方
も

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
後
で

北
京
の
時
の
内
村
君
の
演
技
を

Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
見
て
、
ず
い
ぶ
ん
貫

禄
が
で
た
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。
次
回
の
リ
オ
は
ど
ん
な
状

態
で
見
る
の
か
な
…
。
果
た
し

て
働
い
て
い
る
の
か
ど
う
か
。

 

磐
井
支
部　

ベ
ガ

が
増
大
し
、
看
護
師
不
足
が
深

刻
化
し
て
い
る
」
と
。
指
摘
の

と
お
り
だ
と
思
う
▼
県
内
の
請

願
結
果
は
、不
採
択
が
一
関
市
、

盛
岡
市
、
雫
石
町
、
岩
手
町
。

採
択
さ
れ
た
の
は
９
自
治
体
。

被
災
地
沿
岸
で
は
「
い
の
ち
に

関
わ
る
大
事
な
こ
と
」と
し
て
、

提
出
し
た
６
自
治
体
す
べ
て
で

採
択
さ
れ
た
▼
こ
の
夏
、
国
会

で
は
社
会
保
障
の
理
念
の
か
け

ら
も
な
い
「
社
会
保
障
制
度
改

革
推
進
法
」
が
強
行
採
決
さ
れ

た
。
財
源
を
言
う
な
ら
、
何
故

に
軍
事
費
を
削
減
し
な
い
？
何

故
大
企
業
と
富
裕
層
に
は
減
税

な
の
？
▼
フ
ラ
ン
ス
国
民
議
会

（
下
院
）
で
は
、
富
裕
層
に
対

す
る
所
得
税
の
課
税
強
化
の
法

案
を
可
決
し
た
。
英
国
で
は
、

「
富
裕
層
に
減
税
し
貧
者
へ
の

支
援
を
削
っ
た
」
と
、労
働
者
・

年
金
生
活
者
ら
15
万
人
の
デ
モ

行
進
・
抗
議
集
会
が
開
催
さ
れ

た
。「
い
の
ち
が
大
事
」「
医
療

従
事
者
が
足
り
な
い
」、
こ
の

こ
と
に
自
信
を
も
っ
て
「
大
幅

増
員
・
夜
勤
改
善
署
名
」
を
訴

え
て
い
こ
う
。
そ
の
意
義
は
、

と
て
も
大
き
い
。　

 

（
る
）



12月の予定

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11―

１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

11
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

◇
許
せ
な
い　

復
興
予
算
の　

垂
れ
流
し

 

（
結
露
が
流
れ
る
仮
設
暮
ら
し
）

◇
超
勤
の　

理
由
は
い
つ
も　

人
不
足

 

（
違
い
の
わ
か
る
師
長
）

◇
年
次
取
る　

組
合
行
事
も　

活
用
し

　
　
　
　
　
　

 

（
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
の
助
言
）

◇
日
中
韓　

思
惑
渦
巻
く　

日
本
海

　
　
　
　
　
　

 

（
平
和
的
解
決
を
望
む
漁
民
）

◇
花
泉　

検
証
巡
り　

食
い
違
い

 

（
質
疑
に
答
え
る
参
考
人
）

11月の予定
　３日（祝・土）～４日（日）
 岩手医労連壮年部集会（網張温泉）
　８日（水） 秋闘統一行動日
　９日（水）～10日（土）　職制組合員集会 （悠の湯　風の季）
10日（土） 県医労女性部北部ブロック集会（手づくり村）
 県医労女性部三陸ブロック集会
 （宮古市千徳公民館）
10日（土）～11日（日）
 第57回はたらく女性の中央集会（京都）
 日本医労連東北地方協院内保育所交流集会（花巻）
 日本医労連精神労組全国交流集会（伊東）
11日（日） 11.11秋の県民総決起集会（岩手公園）
17日（土） 第57回はたらく女性の岩手県集会（公会堂）
17日（土）～18日（日）
 働く者のいのちと健康を守る東北セミナー in山形
18日（日）～19日（月）   県医労青年部中央交流会in東京
20日（火） 拡大支部長会議（県民会館）
23日（祝・金） 岩手医労連36協定安全衛生委員会担当者会議
 （都南つどいの森）

斡旋価格 1,260円
絵７枚　Ａ２版
59.4 × 42㎝（　　　）

未来をになう子どもたちに

核兵器のない世界を

2013カレンダー（大判）
いわさきちひろ

　１日（土） いわて労連青年部定期大会
 県医労女性部中部ブロック集会（大沢温泉）
 県医労女性部南部ブロック集会（大船渡）
　１日（土）～　２日（日）
 日本医労連病院給食交流集会（伊東）
 日本医労連東北地方協精神交流集会
　６日（木）～　７日（金）
 日本医労連2013春闘討論集会
18日（火） 拡大支部長会議（水産会館）


